
ばれいし ょ の疫病による塊茎腐敗の発生生態と 防除について 西脇　 由恵（ 本文P．１ 〜５ ）

フ ラ ンスのブド ウと キュ プロフ ィ ク ス※ 安達　 隆（ 本文P．11 〜 14）エビデンスに基づいた防除（ E v i d e n c e -b a s e d C o n t r o l； E B C）のすすめ 田代　 暢哉（ 本文P．６ 〜10）

ムッ シュボルド ーD Fによるカンキツかいよう 病の防除 内川　 敬介（ 本文P．15 〜 18）

キュウリ 緑斑モザイク 病防除対策と し ての残さ 分解促進技術 黒木　 修一（ 本文P．19 〜 24）

大阪府のナスにおけるアザミ ウマ類の生態と 防除 城塚　 可奈子（ 本文P．25 〜 28）

ミ ナミ キイロアザミ ウマ被害果（ 水ナス） ミ カンキイロアザミ ウマ雌成虫 ミ カ ンキイ ロアザミ ウマ被害果（ 水ナス） ネギアザミ ウマ雄成虫（ 左）および雌成虫（ 右）

※（ 日本では日曹ムッ シュボル
ド ー D Fと いう 商品名で販売）

バレイ ショ 疫病（ 白井原図）
茎に発病し たバレイ
ショ 疫病（ 谷井原図）

ブド ウの銅殺菌剤の使用時期

塊茎腐敗（ 白井原図） 塊茎腐敗切断面（ 白井原図）
病斑上に形成さ れた遊走子のう
（ 北海道病害虫防除提要より ）

葉の病斑 ハローを伴う 病斑（ 夏葉） 果実の病斑 ミ カ ンハモグリ ガの食入痕周辺の病斑 果実の薬害（ スタ ーメ ラ ノ ーズ）

ミ ナミ キイロアザミ ウマ雌成虫

温州ミ カン緑かび病に対する各種殺菌剤の発病抑制効果

A： 無散布、B： ト ッ プジンM 水和剤1 , 5 0 0 倍、 C： ベフ ラ ン 液剤2 5  2 , 0 0 0 倍、D： ト ッ プジンM  水和剤1 , 5 0 0 倍と

ベフ ラ ン液剤2 5  2 , 0 0 0 倍と の混用。ベンゾイ ミ ダゾール系殺菌剤中等度耐性菌を 付傷接種し て 7 日後の発病状況。

キルパーを吸収し て枯死し た茎

葉のモザイク 症状

分解ヘルパー

果実の奇形

分解ヘルパーを散布し た状況

キルパーの処理

土中に残る残さ （ 指先）

キルパーを吸収し て枯死し た株

A B

C D

果実保護

銅殺菌剤

葉保護



り んご害虫キリ ガ類の発生と ロムダン ®フ ロアブルの防除効果 清野　 宏行（ 本文P．29 〜 35）

土壌病原性微生物と 土壌非病原性微生物の土壌中で
の生育場所について 豊田　 剛己（ 本文P．36 〜 40）

ブド ウ「 シャ インマスカッ ト 」栽培管理と 植物成長調節剤の利用 宇土　 幸伸（ 本文P．46 〜 50）

注目のブド ウ「 シャ イ ンマスカ ッ ト 」が育
成さ れるまで 東　 暁史（ 本文P．41 〜 45）

新製品紹介 日本曹達株式会社農業化学品事業部開発部（ 本文P．51 〜 52）

ロムダン処理による異常な表皮形成 スモモキリ ガ幼虫による果実の食害 カシワキリ ガ幼虫による果実の食害 アカ バキリ ガ幼虫による果実の食害

アカ バキリ ガ成虫 アカ バキリ ガ幼虫 成虫の採集 キリ ガ卵塊での産卵

アカ バキリ ガ幼虫による葉の綴り

水に懸濁し た土粒子。団粒は無数の粒子から 構成さ れる。
フ ラ スタ ー液剤を散布し た

「 シャ イ ンマスカ ッ ト 」の形状比較
第１ 回目ジベレリ ン処理の適期
の花穂（ シャ イ ンマスカッ ト ）団粒を水に浸けると 気泡が出てく る様子

スモモキリ ガ成虫 スモモキリ ガ幼虫 カ シワキリ ガ成虫 カ シワキリ ガ幼虫

イ チゴ・ キュ ウリ におけるう どんこ 病の初発前〜直後以降の日曹製品によるローテーショ ン例

*スト ロビーフロアブル、ハーモメ イト 水溶剤などもローテーショ ンに組み込むこ と が可能です。

ト リ フ ミ ン水和剤フ ルピカ フロアブルベルク ート フ ロアブルパンチョ T F顆粒水和剤ラ ミ ッ ク 顆粒水和剤

「 シャ イ ンマスカッ ト 」果房

1,000倍

1,500倍

無散布


